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４月26・27日（土・日）開催
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■�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
第
一
号

　

施
設
管
理
費
の
電
気
料
二
五

万
円
を
追
加
。

■�

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
第
一
号

　

長
期
債
利
子
一
七
万
円
を
減

額
。

■�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静
和

園
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

第
四
号

　

静
和
園
運
営
調
整
基
金
六
一

八
万
円
を
追
加
。

■�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
第
二
号

　

連
合
納
付
金
一
〇
四
三
万
円

を
減
額
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
第
十
号

　

主
な
補
正
額︵
歳
出
︶は
次
の

と
お
り
。

□
総
務
費

◦�
財
政
調
整
基
金
積
立
金

一
億
九
二
四
万
円

□
民
生
費

◦�

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰

出
金

一
〇
〇
九
万
円

□
衛
生
費

◦�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

出
金

一
三
一
一
万
円

□
土
木
費

◦�

町
道
除
雪
業
務
委
託
料

二
〇
〇
〇
万
円

■�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
第
五
号

　

事
業
勘
定
の
歳
出
は
、
保
険

給
付
費
及
び
共
同
事
業
拠
出
金

の
減
額
。
歳
入
は
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
共
同
事
業
交

付
金
及
び
繰
入
金
等
を
調
整
の

う
え
計
上
。

　

診
療
施
設
勘
定
の
歳
出
は
、

既
定
予
算
額
の
精
査
等
に
よ
り

医
業
費
を
減
額
。
歳
入
、
事
業

勘
定
繰
入
金
の
追
加
と
診
療
収

入
を
調
整
の
う
え
計
上
。

■�

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
第
五
号

　

主
な
補
正
額︵
歳
出
︶は
次
の

と
お
り
。

□
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

四
六
一
一
万
円

□
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

三
六
四
一
万
円

■�

折
腰
内
交
流
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定

◦
管
理
者
…
海
峡
小
泊

◦
期　

間
…
三
年
間

■�

徐
福
の
里
物
産
品
直
売
所
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

◦
管
理
者
…
小
泊
観
光
協
会

◦
期　

間
…
三
年
間

■�

折
腰
内
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

◦
管
理
者
…�

㈱
小
泊
う
み
ど
り

ー
む
振
興
社

◦
期　

間
…
三
年
間

■�

す
く
す
く
こ
ど
ま
り
館
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定

◦
管
理
者
…�

㈱
小
泊
う
み
ど
り

指
定
管
理

　
平
成
二
十
六
年
第
一
回
定
例
会
が
、
三
月
五
日

か
ら
十
三
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
十

日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
塚
本
悦
子
議
員
、

川
山
光
則
議
員
、
荒
関
富
雄
議
員
の
三
名
が
、
町

側
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。
十
一
日
と
十
二
日
に

は
、
予
算
特
別
委
員
会（
委
員
長
青
山
雅
晴
、
副

委
員
長
川
山
光
則
）が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
六
年

度
町
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
予
算
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の
十
三
日
に
は
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、
条
例
改
正
や
一
般

会
計
当
初
予
算
な
ど
議
案
三
十
一
件
、
報
告
三
件
、

発
議
二
件
を
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
、
同

意
、
承
認
し
ま
し
た
。

新
住
宅 

建
設
へ
向
け
て

平
成
二
十
六
年
度
町
予
算
　
六
十
九
億
七
千
二
百
万
で
ス
タ
ー
ト

第１回

定例会

３月５日～ 　
　　　　13日

補
正
予
算
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ー
む
振
興
社

◦
期　

間
…
三
年
間

■�

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定

◦
管
理
者
…�

小
泊
漁
業
協
同
組

合

◦
期　

間
…
三
年
間

■�

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

◦
管
理
者
…�

社
会
福
祉
法
人
中

泊
町
社
会
福
祉
協

議
会

◦
期　

間
…
三
年
間

■�

中
里
職
業
能
力
開
発
校
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定

◦
管
理
者
…�

職
業
訓
練
法
人
中

里
職
業
訓
練
協
会

◦
期　

間
…
三
年
間

■�

町
職
員
の
給
料
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

平
成
二
十
六
年
度
職
員
の
通

勤
手
当
を
町
独
自
の
上
限
に
改

め
る
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
地
方
税
法
上
行
わ
れ
る
処

分
に
つ
い
て
、
理
由
の
提
示
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
、
条
例
を

一
部
改
正
す
る
も
の
。

■�

中
泊
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

　

任
期
が
五
月
十
六
日
で
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
委
員
阿

部
鐵
雄
氏
、
阿
部
二
郎
氏
、
佐

藤
恭
一
氏
を
再
選
任
す
る
も
の
。

■�

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　

宮
越
寛
氏
の
任
期
が
、
平
成

二
十
六
年
五
月
十
七
日
を
も
っ

て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
後

任
の
委
員
と
し
て
、
同
氏
を
再

任
す
る
も
の
。

■
町
有
財
産
の
無
償
貸
付

　

㈱
ヒ
ロ
セ
よ
り
使
用
貸
借
期

間
の
延
長
願
い
出
が
あ
り
、
誘

致
企
業
に
対
す
る
奨
励
措
置
と

し
て
無
償
貸
付
け
す
る
も
の
。

土
地
面
積
九
六
〇
平
米

■�

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

事
務
所
の
変
更
に
伴
う
、
規

約
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

町
議
会
会
議
規
則
の
規
定
に

よ
り
議
員
派
遣
を
す
る
も
の
。

■�

看
護
師
等
の
夜
勤
労
働
改
善

・
大
幅
増
員
を
求
め
る
意
見

書
　

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

実
現
の
た
め
の
看
護
師
等
の
大

幅
増
員
・
夜
勤
改
善
を
図
る
対

策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
国
関

係
省
庁
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
。

■�

一
般
会
計
補
正
予
算
第
九
号

　

除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
車
が
故
障

し
た
た
め
、
修
繕
料
二
六
九
万

円
を
追
加
。

■�

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合

に
係
る
事
務
及
び
規
約
の
変

更
　

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合

の
新
た
な
事
務
を
行
う
た
め
の

規
約
変
更
。

■�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
第
四
号

　

車
輌
の
全
損
に
伴
い
、
歳
入

の
雑
入
へ
七
〇
万
円
を
追
加
。

歳
出
は
地
域
支
援
事
業
費
に
車

輌
購
入
費
と
し
て
七
〇
万
円
を

追
加
。

条
例
関
係

そ 

の 

他

発
　
　
議

人
事
案
件

排雪中のロータリー車

専
決
処
分
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◇
総
務
費

◦�

新
庁
舎
建
設
事
業

七
一
四
六
万
円

◦�

防
災
カ
メ
ラ
導
入
事
業

一
二
二
八
万
円

◦�

中
泊
町
ゆ
る
き
ゃ
ら
制
作
Ｐ

Ｒ
事
業

一
九
七
万
円

◇
民
生
費

◦�

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業

三
九
八
四
万
円

◦�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
支
給
事
業

九
八
〇
万
円

◇
農
林
水
産
業
費

◦�

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

五
〇
七
万
円

◦�

農
業
振
興
地
域
策
定
事
業

八
六
〇
万
円

◦�

海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進

事
業

二
七
三
四
万
円

◇
商
工
費

◦�

北
海
道
新
幹
線
開
業
対
策
事

業

二
八
八
万
円

◦�

町
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
事
業

二
四
五
万
円

◇
土
木
費

◦�

公
営
住
宅
建
設
事
業

二
億
七
四
一
五
万
円

◦�

町
道
３
５
４
号
線
融
雪
溝
整

備
事
業

五
〇
〇
五
万
円

◦�

折
戸
下
前
線
岩
石
崩
壊
対
策

事
業

四
〇
一
〇
万
円

◦�

今
泉
橋
補
修
工
事
費

五
〇
〇
五
万
円

◇
消
防
費

◦�

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
事
業

九
三
三
一
万
円

◦�

中
里
消
防
署
救
急
車
更
新
事

業

三
七
六
四
万
円

◦�

デ
ジ
タ
ル
移
動
系
防
災
行
政

無
線
整
備
事
業

一
億
八
五
〇
四
万
円

◇
教
育
費

◦�

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
舞
台
吊

り
物
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
取
り

替
え
工
事
費

一
〇
六
七
万
円

◇
公
債
費

◦�

長
期
債
元
金

九
億
九
二
七
三
万
円

◦�

長
期
債
利
子

一
億
三
九
六
八
万
円

会　　　　計 本年度予算額 前年度予算額
増 減 比 較

増減額 増減率
一般会計 6,972,000 6,675,000 297,000 4.4

国民健康保険　（事業勘定） 2,218,943 2,365,238 △�146,295 △�6.2

国民健康保険　（施設勘定） 243,636 315,645 △�72,009 △�22.8

介護保険事業 1,485,743 1,418,851 66,892 4.7

農業集落排水事業 40,149 40,507 △�358 △�0.9

漁業集落排水事業 20,200 20,679 △�479 △�2.3

特別養護老人ホーム静和園事業 318,678 317,754 924 0.3

後期高齢者医療 271,570 252,504 19,066 7.6

水道事業

収益的収入 383,959 339,685 44,274 13.0

収益的支出 332,997 311,511 21,486 6.9

資本的支出 190,672 201,043 △�10,371 △�5.2

　
三
月
十
一
日
か
ら
十

二
日
の
二
日
間
、
全
議

員
を
も
っ
て
構
成
す
る

予
算
特
別
委
員
会（
委

員
長
青
山
雅
晴
、
副
委

員
長
川
山
光
則
）が
開

か
れ
ま
し
た
。
十
三
日

に
は
、
採
決
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

中
泊
町
全
会
計
予
算
額
一
覧 

（
単
位
…
千
円
・
％
）

青山委員長

予算特別

委 員 会

３月11日・12日

主な当初予算

（一般会計分）

新
年
度
予
算
新
規
事
業
多
数
合
併
十
周
年
記
念
式
典
・
ゆ
る
き
ゃ
ら
制
作
Ｐ
Ｒ

海
岸
漂
着
物
対
策
・
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
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Ⓠ
　

町
は
県
内
で
も
上
位
の
転

出
超
過
で
あ
り
、
年
々
人
口

の
減
少
傾
向
が
拡
大
し
て
い

る
が
、
町
の
転
出
超
過
並
び

に
少
子
化
防
止
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ⓐ■小野
町
長

　

近
年
減
少
傾
向
が
続
い
て

お
り
、
主
な
要

因
と
し
て
、
自

然
人
口
の
減
少
、

社
会
人
口
の
減

少
が
大
き
な
要

因
と
考
え
て
い

る
。

　

雇
用
の
創
出

の
た
め
に
第
一

次
産
業
の
基
盤

整
備
、
農
家
所

得
の
向
上
、
６

次
産
業
化
の
た

め
の
農
産
物
直

売
加
工
施
設
の

建
設
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
教

育
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
な
施
設
の
整
備
改
修

等
、
安
全
で
快
適
な
教
育
環

境
づ
く
り
、
ま
た
子
ど
も
た

ち
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ

う
な
国
際
交
流
等
を
推
進
し

て
い
る
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、
定
住

化
促
進
の
た
め
、
新
団
地
の

建
設
に
着
手
し
て
お
り
、
居

住
環
境
の
整
備
の
た
め
流
雪

溝
の
整
備
や
道
路
整
備
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
少
子
化
対
策
と
し

て
、
子
育
て
支
援
、
保
育
料

の
免
除
、
学
童
保
育
、
乳
幼

児
医
療
給
付
等
の
事
業
と
、

子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め

て
い
る
。

　

明
る
く
活
力
の
あ
る
、
住

み
よ
い
町
を
目
指
す
事
を
約

束
し
、
住
み
や
す
い
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ

く
り
を
推
進
し
、
町
の
特
性

を
生
か
し
た
独
自
の
施
策
や
、

民
間
活
力
を
活
用
し
た
施
策

等
も
検
討
し
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
。

Ⓠ
　

厚
生
労
働
省
で
は
健
康
寿

命
が
延
伸
す
る
社
会
に
向
け

た
予
防
健
康
管
理
に
変
わ
る

主
要
な
取
り
組
み
を
公
表
し

た
が
、
町
の
健
康
寿
命
の
延

伸
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ⓐ■太田
町
民
課
長

　

県
で
は
、
全
国
と
の
健
康

格
差
の
縮
小
を
目
指
す
事
を

目
標
に
、
健
康
あ
お
も
り
㆓㆒

︵
二
次
︶を
策
定
し
て
い
る
。

　

当
町
で
は
健
康

寿
命
の
延
伸
を
最

終
目
標
と
し
た
健

康
な
か
ど
ま
り
㆓㆒

の
計
画
に
基
づ
き
、

健
診
、
食
生
活
、

運
動
、
禁
煙
、
飲

酒
、
歯
科
保
健
、

心
の
健
康
、
子
供

の
健
康
の
八
つ
の

目
標
を
掲
げ
、
保

健
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
健
康
寿
命
の

延
伸
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

今
後
、
健
康
寿

命
の
延
伸
対
策
は
、

一
人
一
人
の
知
識
、
意
識
、

考
え
方
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
各
種

講
座
及
び
健
康
事
業
等
を
通

じ
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
、
生
活
習
慣
病
の
発

生
予
防
と
重
症
化
予
防
の
重

要
性
を
周
知
、
啓
発
し
て
い

く
。

塚本悦子議員

一
般
質
問

中泊町保健センター

4年生以上も対象となった学童保育

人口減少時代、町の取り組みは
健康寿命の延伸対策は
・
・
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HPアドレス http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm

パルナス・小泊支所・すくすくしたまえ館の

ロビーにもテレビ中継されています。

ぜひご利用ください。

一般質問は
インターネット・ライブ中継が

ご覧になれます。

Ⓐ■小野
町
長

　

漁
業
所
得
補
償
対
策
と
し

て
漁
業
収
入
安
定
化
対
策
事

業
の
継
続
や
磯
焼
け
対
策
事

業
の
緩
和
等
を
水
産
庁
長
官

へ
要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、

水
産
庁
で
は
漁
村
の
地
域
が

真
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め

の
処
方
箋
と
し
て
、
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
を
進
め
て
お

り
、
水
産
業
の
持
続
的
発
展

及
び
活
力
あ
る
漁
村
を
実
現

す
る
た
め
の
支
援
に
向
け
、

今
後
両
漁
協
と
協
議
し
て
い

く
。Ⓠ

　

消
費
者
の
魚
離
れ
の
影
響

で
、
魚
の
値
段
が
安
く
、
ま

た
売
り
先
も
少
な
い
状
況
に

あ
る
。
何
か
対
策
は
な
い
か
。

Ⓐ■小野
町
長

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
五

カ
年
計
画
で
県
事
業
に
よ
り
、

水
産
環
境
整
備
事
業
が
始
ま

る
。
こ
れ
は
藻
場
の
構
成
や

魚
礁
の
整
備
を
行
い
、
資
源

の
増
大
に
よ
る
漁
業
経
営
の

安
定
・
強
化
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
両
漁
協
で
は
、

漁
価
の
高
騰
対
策
と
し
て
、

活
〆
・
活
イ
カ
で
出
荷
、
海

水
ろ
過
殺
菌
冷
却
装
置
に
よ

り
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
効

果
と
鮮
度
保
持
を
全
面
的
に

周
知
し
、
消
費
者
へ
の
認
知

度
を
高
め
、
市
場
へ
の
優
位

性
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
、
平
成
二
十
六

年
度
に
県
の
総
合
販
売
戦
略

課
と
協
議
し
、
元
気
な
水
産

物
を
大
手
ス
ー
パ
ー
に
売
り

込
む
た
め
、
今
後
も
県
、
両

漁
業
と
一
体
と
な
り
漁
業
振

興
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ⓠ
　

こ
こ
数
年
の
燃
油
の
高
値

や
増
税
に
よ
る
経
費
高
騰
に

よ
り
漁
業
者
が
苦
し
ん
で
い

る
。
新
し
い
対
策
は
な
い
か
。 川山光則議員出港する漁船

販売時の活イカ

漁船の燃油・経費高騰、何か支援策を
新たな漁業振興対策・販売戦略ないか
・
・
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模
経
営
を
目
指
す
。
ま
た
十

三
湖
土
地
改
良
区
で
実
施
予

定
の
圃
場
整
備
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
農
地
の
集
積
、

集
約
化
に
繋
が
る
の
で
、
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

新
規
農
業
者
の
参
入
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
化
に
よ
っ
て

所
得
の
安
定
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
担
い
手
が
生
ま

れ
て
く
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

各
高
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

若
者
の
農
業
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
も
意
識
調
査
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

今
後
、
国
の
動
向
を
い
ち
早

く
察
知
し
、
限
ら
れ
た
期
間

で
当
町
の
農
業
を
守
り
抜
け

る
よ
う
最
善
の
努
力
を
す
る
。

る
と
考
え
る
。

農
地
集
積
、
集
約
化
等
、
担

い
手
の
育
成
を
重
視
し
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
反

映
さ
せ
た
い
。

Ⓠ
　

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
で
は
様
々
な
農
作
物
が

作
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
次
世
代
へ
連
携
さ
せ
て

い
く
の
か
、
町
独
自
の
農
業

振
興
策
を
示
せ
。

Ⓐ■小野
町
長

　

新
規
事
業
で
あ
る
農
地
中

間
管
理
機
構
を
用
い
、
大
規

Ⓠ
　

新
年
度
予
算
に
農
業
振
興

地
域
整
備
に
つ
い
て
予
算
が

盛
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
整
備
計
画
を
策
定
す
る

の
か
。Ⓐ■小野

町
長

　

日
本
の
農
業
行
政
が
お
よ

そ
四
十
年
ぶ
り
に
減
反
政
策

を
廃
止
す
る
方
向
を
打
ち
出

す
な
ど
、
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
が
、
国
で
は
攻

め
の
農
業
生
産
を
政
策
に
打

ち
出
し
て
お
り
、
当
町
に
お

い
て
も
国
の
方
針
に
の
っ
と

っ
た
推
進
が
最
善
の
策
で
あ 荒関富雄議員

十三湖土地改良区

高校生まちづくり塾

〈案　件〉

　◦ 平成26年第１回中泊町議会定例会会期日
程について

　◦提出議案について
　◦陳情等の委員会審査結果について
　◦ 新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦その他

議会運営委員会
（兵庫桂蔵 委員長） ２月26日 ㈬

減反に変わる町の農業振興策は何か・
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要 

請 

活 

動

24
日　

西
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
長
事
務
局
長
会
議

30
日　

民
生
文
教
常
任
委
員
協
議
会

12
日　

こ
ど
も
議
会

　
　
　

中
泊
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会

14
日　

県
選
出
国
会
議
員
要
請
活
動

15
日　

津
軽
・
東
京
吹
雪
の
会
総
会

19
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

25
日　

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
定
例
会

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
常
任
委
員
協
議
会

５
日　

定
例
会
開
会
日

10
日　

定
例
会
一
般
質
問

11
日　

予
算
特
別
委
員
会

12
日　

予
算
特
別
委
員
会

13
日　

単
行
案
審
議
・
採
決
・
閉
会

24
日　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
定
例
会

　
　
　

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
定
例
会

　町と議会が合同で、２月14日㈮、青森県選出国会議員への要請活動を行い
ました。要望事項は、次のとおりです。
　①経営所得安定対策の交付単価見直しに係る基準単収の適正な設定について
　② 漁業用燃油高騰対策に係る現行制度の見直し、漁業者救済措置の強化について

3 月 １月２　月

青
森
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
活
動
を
実
施

青
森
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
活
動
を
実
施

津島淳衆議院議員への要請活動
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